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実施経過

November 1, 2021
© TERROIR AND TRADITION JAPAN.

ECサイトによる産直商品と個人向け宅配の様子

仕分け用冷蔵庫における仕分け風景とCA貯蔵BOX 現地に届いた野菜の状態
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規制への対応
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青果物をはじめ、和牛、加工食品等については、EU規則に基づく規制があるが、その規制はEU全体で統一されているもの
もあれば、国によって対応が異なる。したがって、あらかじめ、日本の植物防疫所や対象国の当局に確認し、検疫等がスム
ースにクリアできるよう、対応している。
また、フランスでは2022年1月1日から、段階的に小売り販売で野菜や果物のプラスチック包装が禁止されるため、年内か
らバラで品質を保持しながら輸送できる方法を、生産者と協議し移行することにしている。

植物防疫所による栽培地検査と放飼増強（カメムシ）の様子
＊本事業では、ナス、ピーマン、かぼすにて実施

根切処理前後の三つ葉
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現時点のテストマーケティング結果と事業終了後の効果
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 現時点のテストマーケティングの結果
コロナ禍の影響により、当初予定よりECサイト構築や連携先の店舗オープンが遅れているが、先行して実施したドイツのデュ
ッセルドルフにおけるB to BおよびB to Cのヒアリング等の結果を見てみると、「直行便に合わせた2週間に1回の頻度の宅
配を利用したい」「当地にない日本産食品を購入したい」という意向は全体の83％となり、関心と利便性等に価値を見出
していることが分かった。また、試験的にオープンしたECサイトについては、「見やすい」といった意見がある反面、「カートに入
れた後、別の買い物をしたい時にホーム画面まで戻らなければいけない点を改善してほしい」といった共通の意見が見られた
ため、今後、改善する予定である。

 事業実施国におけるフードバリューチェーン構築への貢献
フードバリューチェーンの構築とは、農林水産物の生産から製造・加工、流通、消費に至る各段階の付加価値を高めながら
つなぎあわせることにより、食を基軸とする付加価値の連鎖をつくること。しかし、輸出の場合、日本の産地から相手国の消
費に至るまで、フードバリューチェーンが構築されているかというと、それは懐疑的であるため、本事業では、国内外のコンソー
シアムメンバーと連携することにより、国境を越えたフードバリューチェーンを構築することができる。

 我が国の農林水産物・食品の輸出や農林水産業・食品産業への効果・影響
事業実施国におけるフードバリューチェーンを構築し、対EU輸出額増を目指すが、EUにおいて日本生協型宅配モデルを踏
襲した新しいビジネスモデルを構築している事業者は皆無である。コロナ禍だからこそ、非常に重要な仕組みであるが、本事
業を取組むことにより、国内の農林水産業・食品産業が既存の国内の取組が海外で求められる新しい取組になることを認
識してもらい、各産業で輸出に取り組む者の増加を目指す。このような“国境を越えた産直”の取組は、いわゆる“顔が見え
る”取組であることから、日本の農林水産業・食品産業者だけでなく事業実施国の消費者等の両者にとって、食の安全や
安心、信頼の確保につながる（本事業における輸出は、相手国の誰が何を何個購入したがすべてわかる仕組みである）。
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（参考）異業種連携による食と観光を融合した商流の創出
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